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	１ 有価証券の評価基準、評価方法及び表示方法
	(１) その他有価証券のうち時価のあるものの評価は、期末日の市場価格等に基づく時価法により行っております。
	(２) 地震保険の責任準備金及び地震保険に係る受託金に対応する資産の評価差額については、税効果控除前の額を、保険業法施行規則別紙様式に基づき、負債の部に「地震保険評価差額金」として表示しております。それ以外の評価差額については、税効果控除後の額を全部純資産直入法により処理し、純資産の部に表示しております。また、売却原価の算定は移動平均法に基づいております。

	２ デリバティブ取引の評価は、時価法により行っております。
	３ 有形固定資産の減価償却は、定率法により行っておりますが、平成10年4月1日以降に取得した建物(建物附属設備を除く)については定額法により行っております。
	４ 無形固定資産に計上している自社利用のソフトウェアの減価償却は、見積利用可能期間（5年）に基づく定額法により行っております。
	５ 外貨建の資産の本邦通貨への換算は、外貨建取引等会計処理基準に準拠して行っております。
	６ 引当金の計上基準
	(１) 貸倒引当金
	(２) 退職給付引当金
	(３) 役員退職慰労引当金
	(４) 賞与引当金
	(５) 価格変動準備金

	７ 金融商品の状況に関する事項及び金融商品の時価等に関する事項
	(１) 金融商品の状況に関する事項
	(２) 金融商品の時価等に関する事項

	８ 消費税等の会計処理は税込方式によっております。
	９ 責任準備金の内訳項目である危険準備金は、責任準備金の算出方法書に基づき、正味純保険料の額と資産の運用によって生じた利益から法人税等相当額を除いた額を累積して積み立てております。
	１０ 有形固定資産の減価償却累計額は、162百万円であります。
	１１ 支払備金の内訳は次のとおりであります。
	１２ 繰延税金資産の総額は174百万円、繰延税金負債の総額は1百万円であります。なお、評価性引当額として全額を繰延税金資産の総額から控除しております。
	１３ 法人税等の税率の変更による繰延税金資産及び繰延税金負債の金額の修正は次の通りであります。
	１４ 1株当たりの純資産額は776円41銭であります。
	算定上の基礎である純資産の部の合計は1,543百万円、普通株式に係る純資産額は1,543百万円、普通株式の当期末株式数は1,988千株であります。
	１５ 当事業年度末日後、翌事業年度以降の財産又は損益に重要な影響を及ぼす事象は生じておりません。
	１６ 金額は記載単位未満を切り捨てて表示しております。
	１ 正味収入保険料の内訳は次のとおりであります。
	２ 正味支払保険金の内訳は次のとおりであります。
	３ 支払備金繰入額(△は支払備金戻入額)の内訳は次のとおりであります。
	４ 利息及び配当金収入の内訳は次のとおりであります。
	５ 金融派生商品費用中の評価損益は4,024百万円の損であります。
	６ １株当たりの当期純利益は1円53銭であります。
	７ 当期末における法定実効税率は30.78％、税効果会計適用後の法人税等の負担率は8.69％であり、この差異の主な内訳は、評価性引当額の増減額△2,970.25％、危険準備金に係る広告宣伝費用損金算入額△3,009.11％であります。
	８ 金額は記載単位未満を切り捨てて表示しております。
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